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『グリーンマン』
樋口 亜希子

『ほしみがきのラック』
松屋 真由子

種蒔 友

『ほしくずのきゅうす』
富岡 仁都

『「ぼくの宇宙」のおはなし』
たけうち もも

『ぶたざができた』
ゆかわめめ

『つきにひっこし』
かみいち しゅん
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ラックは　　はりきって、　おつきさまへ　ひとっとび。

ラックは　あまのがわをわたって、　アルタイルも　みがきました。
「おかげで、　ぴかぴかのすがたで　ベガにあえるよ。」
アルタイルも　きらめいて、　よろこびました。
ふたつのほしが　なかよくかがやくたなばたに　なりました。

まんまるおつきさまが　かがやきました。
どんなほしより　やさしい　おおきなひかりが
ラックを　つつみます。

ぼくの しごとは ほしくずのきゅうすで ほしぞらを まもることです
きょうは とくべつに ぼくの しごとの ことを しょうかいします

まずは ぼうを つかって おおきく みぎに にかいてん ついてきてください…

『ほしみがきのラック』
『ほしくずのきゅうす』

松屋 真由子（神奈川県）　種蒔 友（東京都）
富岡 仁都（東京都）

ラックは星を磨くお仕事をしています。星を磨きながら季節の星座たち
と交流し、大好きなお月様と信頼関係を深めていくお話です。誠実なお
仕事をしていくことで、お月様の心をひらいていく様子を描きました。

作品に
ついて 「ほしくずのきゅうす」で星空を守る “ ぼく ” の物語…

遠い世界のように思える宇宙も、見上げればすぐそこに広がっています。
「ほしくずのきゅうす」と “ ぼく ”、そしてきらめく星空が、
そのことをそっと教えてくれます…

作品に
ついて

●  松屋真由子（まつや まゆこ）
絵本作家、イラストレーター。著作に「そらのうんどうかい」(Gakken)

「ゆうびんです」( 金の星社 )「かぶしきがいしゃくも」( 岩崎書店 )
「もぐらのいえ」( くもん出版 ) など。
読んだ人の心があたたかく、楽しくなれる作品づくりを心がけています。
●  種蒔友（たねまき ゆう）
平和と植物の情報を発信している編集者。星と森と絵本の家の事業活動
に共鳴し、松屋真由子さんの作品制作に伴走。主な作品に「ICAN 希望
の花の物語」「旅する花の物語」（Studio Dolittle)。

作者
紹介

2004 年東京都生まれ。武蔵野美術大学在学中。
2025 年「地球の歩き方 インド漫画コンテスト」入賞。
2026 年には麻布台ヒルズ内オフィスにて壁画制作や、バンド楽曲の
ジャケットアートワークを担当するなど精力的に活動しています。
何気ない日常の中に潜むささやかな物語に着目し、そこから広がる世
界をイラストレーションとして表現しています。

作者
紹介

優秀作 優秀作
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ラックは　シリウスと　プロキオンも　きれいに　みがきました。
きゅっ　きゅっ　きゅっ。　きゅっ　きゅっ　きゅっ。

「ありがとう。　ありがとう。」



1 1

『ぶたざができた』
ゆかわめめ（神奈川県）

佳作
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学校で星座を習ったこぶたのぷぷが、ぶた座がないことを知り、新し
くぶた座をつくるお話です。

作品に
ついて

『グリーンマン』
樋口 亜希子（京都府）

宇宙や天体をテーマに絵本を作る、と考えた時にまず最初に思い浮かんだ
のはまだ知らない世界が待っているワクワクした気持ちでした。主人公の
グリーンマンは宇宙船に乗っていろんな惑星に行き未知の植物を探して旅
をしています。そして運命的な出会いをします。
セリフは限りなく少なく、色彩も抑え、最後は見る人がはっと驚くように、
また子どもから大人まで楽しめるように構成しました。

作品に
ついて

葉樹芸術製作所 ( ようきげいじゅつせいさくしょ ) として、絵画、陶器、
粘土、絵本など色々なジャンルで活動をしています。
ギャラリーで絵を飾ったり、野外に陶器を展示したり、子どもたちに絵本
を描いたり読んだり、お店でお皿を売ったり楽しく作品を作っています。
作品には自然や植物、動物といった生命力あふれるモチーフが多く登場し、
季節の巡りや命の循環といった「円（循環）」が大きなテーマになっています。

作者
紹介

神奈川県の公立中学校に約 30 年間勤務し、2021 年に絵本作家へ転身
しました。デビュー作は「ととをしりませんか」（みらいパブリッシ
ング）です。
第 6 回絵本出版賞奨励賞受賞

作者
紹介

宇宙を旅するグリーンマン

そして出会います

いろいろな惑星で未知の植物を探して旅をします

2 人は仲良く暮らし、旅はまだまだ続きます

よるになりました。
「あれが　はくちょうざ、あれが　こぐまざ、あれが　へびざ・・・
えっと・・・ぶたざは・・・」
ぷぷは　ぶたのかたちをしたせいざを　さがしました。

ぷぷは　まえにでて　いいました。
「みなさん、ぶたざがないって　しっていますか？

ぶたざがあれば　ぼくたちのことを　まいにち　みまもってくれるように　
おもいませんか？　ぶたざを　つくりましょう！」

はなしあいのひに　なりました。
ぶたたちが　あつまってきました。

「みなさん　おはようございます。
さて、きのうから　せいざが　ひとつふえました。
ぶたざです。おぼえてくださいね」

「はーい。わかりました」ぷぷは　えがおでいっぱいです。

優秀作
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『つきにひっこし』 『「ぼくの宇宙」のおはなし』
かみいち しゅん（東京都） たけうち もも（東京都）

2 2

3 34 4

街の中にある水族館。小さな水槽はいきものたちでいっぱい。
かわいそうに思った飼育係のペンギンは、水があるという月に
引越すことを決めました。 さぁ出発、引越しを希望した仲間たちを
のせたトラックは、月に向かいます。

作品に
ついて

「宇宙って、なんだ？」をテーマに
ミナミコアリクイのぼくがつぶやきます。

作品に
ついて

このコンクールを知ったことをきっかけに、
手探りで絵本づくりを楽しんでいます。

作者
紹介

武蔵野美術短期大学卒
６０代からデジタルでイラストを描いてます。
同世代の方にも共感してもらえる絵本があっても楽しいのではと思い立ち、
今回、はじめて絵本作りに挑戦してみました。

作者
紹介

ちいさな　すいそうに　いきものたちが　
いっぱい　くるしそうに　およいでいます
そこで　しいくがかりの　ペンギンたちが

｢さぁ　いっしょに　およごう　そらは　もっと　たのしいよ」
しいくがかりの　ペンギンは　なかまたちを　さそいます

とおい　とおい　つきへ　
ひっこしの　トラックが　すすみます
ビュンビュン　ゴー
ビュンビュン　ゴー

みんなが　ほしぞらを　みあげています

ぼくと宇宙との
はじめての出会いは
M78 星雲からやってきた
ヒーローだった

50 年前　人類は２万５千光年の星々に向け　
メッセージを発信したんだって…
返信予定は５万年先の未来　
ぼくらは存在しているのだろうか

あの日
月にウサギもかぐや姫も
いないとわかった

星は静かに　輝きながら
地球のこと　宇宙のこと
生きとし　　生けるものの
真実を語ってくれた

佳作佳作



公募について

　三鷹市星と森と絵本の家では、星や月などの「天体」や、広く「宇宙」をテー
マにした未発表の絵本作品を公募し、受賞作品の原画展を行っています。
　令和 8 年４月に募集した「第13 回三鷹市星と森と絵本の家回廊ギャラリー
展示絵本作品公募」では、個性あふれる60 作品の応募があり、選考の結果、
６作品が入賞しました。

展示スケジュール

選考委員

●  広松 由希子 氏（絵本家）

●  縣 秀彦 氏（国立天文台）

●  小谷 奈保子 氏（みたか・子どもと絵本プロジェクト連絡会代表）

●  梅澤 尚子 氏（おとな絵本ラウンジ代表）

●  三鷹市星と森と絵本の家 館長

三鷹市星と森と絵本の家
	住 所：〒181-0015   三鷹市大沢２丁目21番 3号  国立天文台内
	電 話：0422-39-3401　 ファックス  ：  0422-39-3402
	開館時間	：午前10時 〜 午後 5 時
休館日：火曜日、年末年始、他にメンテナンス休館あり
	アクセス：JR武蔵境駅、JR三鷹駅、京王線調布駅よりバスで15~20分
			  「天文台裏」または「天文台前」下車
	URL：https://www.city.mitaka.lg.jp/ehon/

『ほしみがきのラック』松屋 真由子・種蒔 友	 2026 年 7 月 7 日（火）〜 9 月 14 日（月）

『ほしくずのきゅうす』富岡 仁都	 9 月 16 日（水）〜 11 月 16 日（月）

『グリーンマン』樋口 亜希子	 11 月 18 日（水）〜 2027 年 1 月 25 日（月）

『ぶたざができた』ゆかわめめ	 1 月 27 日（水）〜 3 月 15 日（月）

『つきにひっこし』かみいち しゅん	 3 月 17 日（水）〜 5 月 3 日（月）

『「ぼくの宇宙」のおはなし』たけうち もも	 5 月 5 日（水）〜 6 月 21 日（月）




